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１．はじめに 

年々利用者が増加しているソーシャルメディア

で使用されるプロフィール画像は,ユーザーを表

現する重要な役割を果たし,多くの情報を有する

ことが可能である.しかしプロフィール画像に自

分の写真を使うことに抵抗を感じている人も多い.

その理由として「個人情報流出への不安」や,「恥

ずかしいから」などが挙げられる.また,プロフィ

ール画像の著作権や肖像権の侵害の問題に加え,

最近ではプロフィール画像によってユーザーのタ

イプを分類し性格や心理分析を行っているインタ

ーネット記事が増えており,選択の自由度は減っ

てきていると考えられる. 

これに対し自分の顔を基にイラスト化した「似

顔絵」は,自分の顔をそのままインターネットに掲

載するわけではないため,上記の個人情報流出や

羞恥心などの問題は発生しにくくなる. 

また,今後は 5G（第 5 世代移動通信システム）を

大手携帯キャリアが商用利用に導入することで動

画でのSNSアイコンが増えていくと予想され,イラ

ストの映像化などプロフィールとしての表現の幅

が広がると考えられる. 

そこで歌詞とメロディでイラストを完成させて

いく「絵描き歌」に着目した.絵描き歌はイラスト

のメイキング工程に,意味のある言葉で歌をのせ

たものである.着目した理由として,絵描き歌の完

成までの工程が見ている人の興味を惹き,イラス

トの映像化に適していると考えたためである. 

これらのことから,本研究では「似顔絵」と「絵

描き歌」を掛け合わせ,顔写真から絵描き歌を生成

することによって,これからの時代に合わせた新

たなコミュニケーションツールとしての似顔絵表

現の拡張を図る. 

 

２．関連研究 

 似顔絵の作成に関する研究は,パーツ選択,画風

変換などが存在している. 

パーツ選択の似顔絵作成は,顔の特徴を解析し,

用意したパーツを選択することで完成させていく

方法である.小松ら[1]は小河原[2]の顔ポジショ

ン分析を行い,特徴点をモーフィング手法でパー

ツを描き替え,似顔絵を生成する研究を行った.こ

の方法は似顔絵の作成が比較的容易だが,特徴的

な似顔絵を実現させるには多くの描き替え用のパ

ーツイラストを用意する必要があり,ユーザー側

の選択により完成度が変化するという問題もある. 

次に,画風変換は特定なスタイル画像を鉛筆や

油絵風などのスタイルに変換する手法である.こ

れはスタイルの変化だけで似顔絵特有の誇張表現

を実現できないため,抱えている問題である「恥ず

かしさ」を払拭するには適していないと考える. 

絵かき歌に関する研究は少なく,これまでの使

い方とは違った応用が期待できる. 

絵描き歌は島崎[3]がいうように日本の大切な

子供文化の一つであり,実際に絵描き歌は子供の



頃に体験する遊びというイメージがあるが,藤代

ら[4]は似顔絵と絵描き歌を掛け合わせて年齢を

問わず使用することができるコミュニケーション

ツールの提案をしている. 

 

２．絵描き歌 

島崎[3]は絵描き歌とは,音楽と絵が直結した日

本特有の総合的な遊びであり,絵のパーツを一つ

一つ歌いながら描くことで完成を予想しながら描

くため,創造的な感性が養われる遊びである.そし

て完成画に仲間の称賛を得られたときに,より満

足感や充実感を覚えると記している. 

これらを踏まえ,本研究では絵の描き方を可視

化し,指示通りに描くことで絵が完成するものと

する. 

また,絵描き歌を分析し四つの特徴を導き出し

た.一つ目は基本的にワンフレーズで一筆書きも

しくは繰り返して描くようなシンプルな描画が主

流なことである.二つ目は短いワンフレーズ内に

含まれる助詞の数は最高で一つと言える程少ない

ことである.三つ目にワンフレーズ内に入る助詞

の数が少ないことから前後のフレーズには歌詞が

関連していることが多い点である.四つ目は誰も

が知っている楽曲であることである. 

 

３．提案手法 

本研究では絵描き歌を生成するための考え方と

して,顔写真から特徴点を検出し,パーツ毎に決め

た基準をもとに大きさや長さなどの特徴を歌詞に

していくこととする.具体的には顔パーツの大き

さ・形に合った歌詞をあらかじめ複数用意し,検出

した特徴点によって大きさ・形を決定し歌詞を自

動で組み合わせていくことを目指す.例えば,丸い

目の形には月,皿,豆などの表現がある. 

これによって何百通りの絵描き歌を作成でき,

個々に合わせたものが完成すると考える. 

 

４．結果 

 これまでの研究では顔写真から特徴点を検出し,

描画した結果を図 1 に示す. 

図１ 特徴点の描画例 

 

５．まとめと今後の展望 

 本研究では「似顔絵」と「絵描き歌」を掛け合わ

せて生成し,コミュニケーションツールとしての

イラスト表現の拡張を試みた. 

 これまでの研究では顔写真から特徴点を検出し

描画した.今後は顔パーツの形状の基準値を定め,

形に合わせた歌詞の選定を行い,一つの絵描き歌

として完成させる予定である. 

 本研究の絵描き歌の生成が成功した場合の今後

の展望としては,イラストの動画化が本当に表現

を拡張しコミュニケーションツールの役割を果た

すのか調査することで,SNS 広告など,さらなる応

用につなげられると考えられる.そのため,顔写真

からイラストにしたままの画像と,イラストから

絵描き歌にした動画を比べたときの視認性や注目

度など,印象実験をする必要があると考える. 
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